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学長メッセージ

澁谷泰秀

青森大学学長の澁谷泰秀でございます。

薬学部同窓生の皆様におかれましてはます

ますご清祥のこととお喜び申し上げます。

薬学部同窓生の皆様には日頃より本学薬

学部の教育・研究等に多角的なご協力・ご

支援を賜り心より感謝申し上げます。青森

大学は、総合経営学部、社会学部、ソフト

ウェア情報学部、そして薬学部の文系2学

部と理系2学部で構成される総合大学です。

薬学部は唯一の6年過程で、薬剤師の育成

柱としたプロフェッショナル・スクールで

す。

私ども教職員は、学生中心の大学を基本

として学生の学修及び大学生活を最大限に

支援すべく教育・研究を推進しております。

その中でも重要な位置づけとなっている5

年次の実務実習におきましては、薬学部同

窓会の指導薬剤師の先生方に大変お世話に

なり、学生は自分の将来のあるべき姿をイ

メージできるようになっております。

特に、実習生からは本学出身の指導薬剤

師の先生方々から懇切丁寧なご指導を頂い

ていると伺っております。学長として厚く

御礼申し上げます。本学の薬学部の教育で

身につく力は、ディプロマ・ポリシーにも

記載されておりますように、臨床における

実践力（専門的知識・技能を活用する力）

でございます。青森大学薬学部のブランド

として「臨床に強い青大薬学部」を目指し

て精進してまいりますので、引き続きご高

配を賜りますようお願い申し上げます。

青森大学は、ソフトウェア情報学部を基

軸とした大学・高専機能強化プロジェクト

に申請し採択されました。このプロジェク

トは、IT技術やDXを柱として4学部それぞ

れの専門性を学際的に統合し、実社会の課

題解決を目指して令和8年の4月から開始さ

れるプロジェクトで、本学の教育・研究力

を格段に向上させていくものです。薬学部

は、主に薬学・健康領域におけるIT情報と

の学際的教育に注力し、薬学領域に必要な

IT知識・技術そして課題解決型思考の醸成

を目指します。また、大学や企業で組織さ

れ る LINC （ life intelligence

consortium）では、AI機能を創薬に取り入

れ、より効率的に薬を開発する方法を用い

て創薬にかかる時間やコストを削減する取

り組みが行われるなど薬学領域では情報科

学の実用化が格段に進んでいます。現在、

薬学部の学生が最新の情報技術を駆使した

実務を学習できるようソフトウェア情報学

部と協働して情報系の科目内容を検討して

います。この試みは単に情報系の知識や技

能を学習するということではなく、薬学特

有の課題解決に必要とされる思考形態を身

につけさせることが根底にあります。本学

薬学部は水野学部長の下、社会の変化に適

応しつつ「臨床に強い青大薬学部」を目指

していきます。

薬学部同窓生の皆様へ



同窓会会長挨拶

千葉 佳友（1期生）

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうござい

ます。

この同窓会誌は、年２回発行されている

ものですが、本号は卒業式の日に合わせて

発行され、卒業生の皆様に配布されるとの

ことでしたので、今回の私からの挨拶は、

卒業される皆様へのメッセージとさせてい

ただきました。

さて、長いと思われていた６年間の大学

生活も、今の皆様にはあっという間のこと

に感じられていることと思います。大学生

活では、わりと自由な時間が多く、自分で

時間の使い方や過ごし方を決めることがで

きるため、それまでの生活とは違った楽し

さがあったのではないでしょうか。ですが、

私が自分自身の大学生活を振り返った時に、

真っ先に思い出されるのが、そうした楽し

さよりも、国家試験合格のために勉強した

試験直前の地獄の２か月です。皆様も同じ

くらい、もしくはそれ以上に必死になって

勉強して、本日を迎えられているはずです。

おそらく、これから薬剤師となった後は、

もうこれほど必死になって勉強することは

ないと思います。ただ、そう言うと誤解さ

れる方もいらっしゃると思うので、別の言

い方をすると、薬剤師となってからも、専

門知識を身につけるため、研鑽は必要です

し、それは決して楽なものではありません

が、国家試験合格のために行った努力に比

べれば、取るに足らないものであるという

ことです。

皆様は、これから薬剤師となって、それ

ぞれが新しい職場でキャリアをスタートさ

せることとなります。今は、期待より不安

の方が大きいという方もいるかと思います。

おそらく、初めのうちは、先輩薬剤師の知

識の多さに圧倒され、自信をなくしてしま

いそうになる方もいるでしょう。

しかし、きちんと努力さえ出来れば、ど

んな一流大学を卒業した相手であっても、

必ず追いつき、追い越すことが出来ます。

そんな皆様の参考となるよう、同窓会誌

では、毎回、医療現場の第一線で活躍して

いる先輩方について紹介する特集記事を掲

載しています。それを読めば、皆様の周り

には、他の大学を卒業した方々に負けず活

躍している先輩がいるということを知るこ

とができ、彼らがどうやって今の地位を築

いてきたかを参考にすることができます。

もしも、躓きそうになった場合や辛い経

験をした時には、ぜひ定期的に発行される

同窓会誌に目を通していただき、今後の励

みとしていただけたらと考えています。

今後の皆様のご活躍を心よりお祈り申し

上げます。

卒業される皆様へ



学部長挨拶

水野 憲一

薬学部同窓の皆様におかれましては、お
元気でご活躍のこととお喜び申し上げます。

青森大学薬学部同窓会誌第四号をお届け
するにあたりご挨拶申し上げます。

澁谷泰秀 学長のリーダーシップのもと、
青森県唯一の学部として薬学部も進級規程
の見直しなどいろいろと変革を試みた1年
でした。

薬学部の近況ですが、本年度、青森大学

薬学部初の留学生であるキムサンムクさん

が、韓国薬剤師国家試験に無事合格しまし

た。大学受験が日本以上に厳しい韓国にお

いて、日本留学によって薬剤師になる道を

切り開いてくれました。在学中の留学生に

とっても良い励みになることと思います。

本同窓会誌においても体験記を寄せていた

だきました。 2月に韓国を訪問した際にキ

ムさんと面会し、「青森大学で勉強したこ

とがとても役に立った。留学を考えている

人に青森大学を強く進めていきたい」と心

強いお言葉をいただき、教員としてとても

嬉しく思いました。

韓国の高校や日本語学校も訪問し、韓国
の受験事情や大学薬学部の状況を先生方と
お話しして、留学生の受け入れにも力を入
れていきたいと思います。

ご挨拶と近況報告
2019年末より新型コロナウィルス感染

症が流行したことを受け、学部でのイベン

トなどが全く行われていませんでしたが、

8月に教員の親睦会が開催されたことは前

号でお伝えしました。引き続き10月には

学生委員会主催による薬学部スポーツ大会

（種目：バトミントン）が開催されました。

こちらも4年ぶり開催でした。開催告知か

らの期間が短かったにもかかわらず、教員

を含めた７チーム、27名の参加で盛り上

がりました。いろいろな学年からのエント

リーがあり、学年間の交流にもなりました。

優勝はなんと1年生チームでした。交流

と団結は、学生たちも大切であり、今後も

そのような場を広げていきたいと思います。

学生が過ごしやすい環境を提供していく

ことで、一層薬剤師育成に向けた教育に邁

進していく所存です。同窓会の皆様におか

れましても、今後とも何卒青森大学薬学部

へのご支援を賜りたく、改めてお願い申し

上げます。

最後になりましたが。同窓会のみなさま

のご健康とご活躍を祈念致しまして、ご挨

拶とさせていただきます。

韓国ミョンジ高等学校 薬学部スポーツ大会



令和5年11月5日ホテル青森にて、第42回青森県薬剤師会学術大会が開催されました。

青森大学からは薬学部５年生の山内麻由さん、キム ジスさんが「実務実習で学んだこと」という
タイトルで、薬局・病院で実習した成果をポスター発表しました。

二人とも多くの参加者の前での発表に少し緊張気味でありましたが、大変立派に発表しておりまし
た。実習先の薬局の薬剤師、病院の薬剤師も多数おいでになり、二人の成長した姿をご覧になり、大
変喜んでおりました。

また、本学卒業生も数名発表しており、薬剤師としての職能を発揮し、地域に貢献している姿が印
象的でした。学生も卒業生や現場の薬剤師の発表を聞いて非常に良い刺激を受けたものと思われます
。このような発表の機会を与えて頂きました青森県薬剤師会会長白滝会長はじめ理事の皆様に感謝申
し上げます。

山内 麻由さん

多くの先輩薬剤師がいる中での
発表で緊張しましたが、実務実習
で学べたことを発表する機会は少
ないので、とても貴重な経験でし
た。また、参加された薬剤師の発
表から、いろいろな工夫をしなが
ら、地域貢献されているのを知る
ことができ、とても勉強になりま
した。

第42回青森県薬剤師会学術大会に参加して

キム ジスさん

ポスター発表という形式は
初めてで少し心配しましたが
、様々な現場で働いてる薬剤
師の方々と自由に話すること
ができてすごく楽しいと感じ
ました。

これからも機会があれば学
会に積極的に参加したいと思
いました。

韓国から本学へ留学生として入学し、韓国の薬剤師免許を取得しました。

母国での免許取得までの道のりを紹介していただきます。

1．韓国の試験制度

韓国の薬剤師国家試験を受けるためには、

1)薬学を専攻する大学を卒業して薬学の学位を取得した者

2)外国の薬学を専攻する大学（保健福祉部長官が定めて告示する認定基準に該当する大学）を卒業

し、外国の薬剤師免許を受けた者

上記のどちかの資格要件を備えなければならないです。

2、韓国では試験まではどんな試験勉強をしていたか

日本で学んだ知識を活用して韓国薬剤師国家試験の過去問を参考にしながら科目別教科書の重要な

ポイントを分かるようにしました。

ただ、日本であまり扱わなかった韓国薬剤師法、薬務行政、品質製造、医薬品合成学は内容が膨大

で見慣れない内容が多くて予備校を登録した後予備校カリキュラムに合わせて勉強をしました。

3、後輩留学生のみなさんへ

日本薬剤師国家試験や韓国薬剤師予備試験は大変だと思いますが６年間は、あっという間に過ぎる

から1日1日を大切にしてください。

次のステップでも更に上を目指してこれからも頑張ってください。

いつも応援しています。

本学初の留学生
母国（韓国）の薬剤師免許取得！

キム サンムクさん（2021年度卒）



セルフメディーション小論文コンペ開催 
  

 おめでとう！ 
       1 年生がハッピードラッグ会長賞を受賞しました！ 

1年 奥玉 颯汰
 今回の小論文コンペティションで私の想いが伝わり、ハッピードラッグ会長賞をいただけ

たことをとても嬉しく思います。私は短命県返上に薬剤師ができることについて小論文を書

きました。なぜなら私はがんの認定薬剤師を志しているからです。私の周りにはがんを患っ

ている人が多く、ある人は余命宣告をされた後に奇跡的に回復し、ある人は風邪だと思って

いたらがんが見つかり急逝してしまいました。このような辛い思いをさせない為にも、青森

県民の寿命を伸ばすためにも今後 6 年間青森大学でたくさんのことを学び、社会に貢献して

いきたいです。応援よろしくお願いします。 

受賞者の皆様

令和5年度 白衣授与式挙行

令和6年1月30日、本学記念ホールにて澁谷学長

列席のもと白衣授与式が挙行されました。

植木学科長による開式の言葉の後、学長挨拶に

続き、水野学部長による訓示が行われました。

それに、応えるかたちで小田桐君から近いの言葉が述べられました。

その中で、6年の学びの中でも大きな目標でもある実務実習の成果は、い

ままで学んできた知識をもとに、大学教育だけでは学び得ない医療現場の

その後、水野学部長から学生代表小田桐宏征君へ白衣が授与されま

した。

現実を吸収し、自らの知識の深化を会得し、将来

の薬剤師として必要なコミュニケーション能力の

涵養を培うことを誓いました。

奥玉君（右）と櫻井会長





緊急寄稿

令和6年能登半島地震における災害支援薬剤師活動報告

青森県薬剤師会協力企画

青森県薬剤師会 常務理事
ワカバ薬局 阿達 昌亮

石川県能登地方を震源とした能登半島地震が

令和6年1月1日元日の夕刻に発生し、新潟県、

富山県、石川県、福井県の広い地域が災害救助

法の適用を受けた。東北地方太平洋沖地震以来

の津波警報が発令され、輪島市の7階建てビル

倒壊や輪島朝市の大規模火災では140名の安否

不明が報道され、災害の規模に驚愕するととも

に犠牲となった方々のご冥福をお祈りしていた

が、最初は自分が現地支援に行くとは考えてい

なかった。

遠方の青森県から北陸の石川県まで移動して

支援するのは現実的ではないし、近隣地域や東

京大阪など大都市圏の比較的薬剤師数が多い地

域が支援に行くのだろうと思っていた。ところ

が北海道や九州など全国の薬剤師が支援活動を

していること、多くの被災者が厳しい寒さの中

で避難生活を余儀なくされており、長期間にわ

たる薬剤師の支援を必要としていることを聞い

て少しでも役に立つのであればと考え、薬局職

員に相談し、支援薬剤師に申請することにした。

被災地支援を日薬に申請してから出発までの

間は、情報収集と備品の準備に取り組んだ。

支援地域は珠洲市、輪島市、輪島市門前町、穴

水町、能登町宇出津のどこかになる。ベースで

あるらしい羽咋市柴垣の宿泊施設まで戻って来

れない場合も考えて、シュラフと携帯用トイレ、

ボディーシート、カイロ、携帯非常食などを

ディパックに詰めた。支援に行った他県の薬剤

師からも最新の支援情報を入手してどのように

活動するか支援開始までできるだけ整理した。

また避難所での環境検査の要請があり、CO2測

定器も持参した。

出発直前の1月23日に停電のため東北・北陸

新幹線の一部区間の運転が終日取りやめとなり、

どうやって被災地にたどり着くか途方にくれた

が、1月25日には復旧し無事に金沢へ移動でき

た。

青森県薬剤師会館で行われた出発式に

参加できなかったのは残念だったが、鉄

道トラブルがあった時に支援先と逆方向

の青森市に移動することに違和感を覚え

たため断念した。

予約されたレンタカーは車高の低いFF
車で荷室も狭いものだったが、これ以外

は既に予約済みで軽自動車しか選べない

状況だった。支援中は地震で隆起陥没し

た道路を走行する際に必要以上に神経を

使った。

宿泊施設は羽咋市柴垣の「能登青少年交

流の家」でここは上下水道が使用できた

ので、問題なくトイレ使用や入浴するこ

とができた。男女分かれて12人程度の

相部屋で過ごした。一方で珠洲市派遣者

は毎日の移動が困難で支援先に留まって

宿泊するしかなく、他の地域でも夜間対

応のためモバイルファーマシー（MP）
に車中泊する場合もあり、支援先によっ

て薬剤師の過ごし方は様々だった。

医療提供を継続させるために災害医療

で求められる薬剤師の役割として、

① 災害医療救護活動

② 避難所への支援

③ 医薬品等の安定供給

が挙げられる。

災害医療救護活動ではDMATやJMAT
が避難所を巡回して発行する災害処方せ

んをMP等の臨時の調剤場所で応需し必

要な医薬品を供給するが、使用できる医

薬品の種類や在庫量が限定されるため長

期処方は困難である。医薬品の発注は随

時石川県へお願いするが入庫に時間を要

する場合もあるようだった。



緊急寄稿

一方で被災地のかかりつけ医、かかりつけ

薬局の医療活動が再開している場合には、地

元の医療機関を活用し避難所で聴き取りした

常用薬についてかかりつけ医と連絡をとり、

かかりつけ薬局で調剤し保険調剤としてより

長期間、普段から使用していた薬剤を交付す

ることができる（図1）。

活動中に診療を再開した診療所や保険薬局

があり、毎日状況の変化を確認していた。

そして、大規模災害時には指定された避難

所に多くの被災者が集まるため、支援物資と

して一般用医薬品が供給される。薬剤師は避

難所の一般用医薬品の保管や管理、これらの

医薬品で対応可能な被災者へ病状の聞き取り

を実施して供給する他、被災者からのお薬や

健康に関する相談の応需、長期間集団生活を

することで発生しやすくなる感染症対策のた

めに環境検査や衛生管理など多岐にわたる活

動を実施した。

また被災地外から医薬品や医療機器、衛生用

品が供給されるが、仕分けや管理が不十分で

あることが多く、溢れかえる医薬品等の整理

をする薬剤師が不足して、そのまま放置され

ている場合がある（図2）。

これらの医薬品や衛生材料等を整理すること

で多くの軽症患者へ一般用医薬品を供給し、

医療班の負担を軽減することも可能であるた

め、専門職としてより多くの薬剤師支援が必

要となるのではないかと思う。

青森県薬剤師会第1班は白滝貴子会長、木

皮美賀先生と私の3人で東京、佐賀、山梨Ｍ

Ｐ（図3）と輪島市へ派遣され、毎朝5時過ぎ

に宿泊施設を出発し、約65ｋｍを3時間程度

かけて分断された道路を迂回しながら海沿い

の一本道を北上し活動していた。（図4）
薬剤師詰所のある避難所から徒歩圏内に、

倒壊した７階建てビルや輪島朝市があり、報

道で見た場所を実際に見る衝撃は大きく、知

らず知らずに涙がこぼれた（図5、6）

道路の両側の家屋が倒壊して自動車が通行

できない場所も多く、カーナビは頼りにな

らず毎日の支援で避難所までの経路選択に

慣れてきた頃には帰らなければならなかっ

た（図7）。

常用薬の残りが少なくなった被災者への医

薬品の供給を行いながら、避難所を巡回し、

お薬や健康の相談、環境検査を実施した。

長い避難所生活でお腹の調子が悪くなって

いる被災者に一般用医薬品をお渡しして様

子をみるように説明した。

また避難所以外のビニールハウスや市中

の滞在先等を巡回し積極的に相談を受ける

ようにした。朝食と昼食は冷たいおにぎり

やサンドイッチなどを車内で摂っていたの

で、夕食に温かいものを食べるようにして

自身の健康管理に努めた。

今回の能登半島地震の支援を通して、薬

局外での薬剤師の活動や公益性の高い災害

支援活動について考えを整理することがで

きた。特に刻々と変化していく様々な情報

の整理と共有が継続的な支援活動に大切で

あることを感じる。

いつか青森県でも災害が起こるかもしれ

ない。その時は他県からの応援に頼らざる

を得ない状況になるかもしれない。支援は

お互い様であり共助することだと思う。青

森に戻ってからは後方支援をすることにな

ると思うができるだけのことはしたい。

最後に青森に残って薬局業務や薬剤師会

業務を続けてくれて、私の派遣に協力して

くれた薬局職員と八戸薬剤師会に感謝した

い。支援に行かなくても少ない人員で残っ

て業務を続けることも被災地支援なのだと

思う。長期間にわたり厳しい非難生活を続

けている被災者に適切な医療を提供するた

めに薬剤師が必要であること、地域で少し

でも支援薬剤師の派遣に協力することがで

きると良いと思う。
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図2 さまざまな支援物資図1 1月25日時点の基本処方フロー

図3 山梨県薬のモバイルファマシー（MP）

図4 宿泊施設（羽咋市芝垣）からの所要時間

図7 倒壊家屋図6 輪島朝市会場図5 倒壊した7階建てビル

謝辞：掲載にあたり、快く承諾をいただいた青森県薬剤師会白滝会長および執筆いただいた阿達常務理事に感謝申し上げます。また、本記事
は青森県薬剤師会広報との併載であることを申し述べます。



特 集 被災者、そして薬剤師として大震災を生き抜いて
～東日本大震災から13年目の記憶～

2011年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災は、国内観測史上

最大規模となるマグニチュード9.0を記録し、12都道府県で2万2318人の死

者・行方不明者（令和5年3月1日時点）を出しました。

震災から13年がたった今、当時、最大の犠牲者を出した自治体である宮

城県石巻市で被災した植田祐貴さんと、医療支援のため、２度被災地に派

遣された経験をもつ筆者とで、Zoomによる対談を行いましたので、掲載し

ます。

植田 祐貴（１期生）

うえだ・ゆうき

卒業後、宮城県松島町の薬局に
就職（住居は石巻市）。震災後、
地元の広島県に移住。奥様は、
同じ１期生の加賀谷（旧姓）郁
美さん。

写 真

(千葉) 今年元旦に、能登半島地震が発生し、現
在も被災地では必死の支援が行われている状況
となっています。

今回は、13年前に起きた東日本大震災を振り
返って、その時の教訓について改めて考えるこ
とで、今後も発生するであろう自然災害に備え
ていくことが重要と考えましたので、このテー
マにしました。

今日は、よろしくお願いいたします。

(植田) わりと皆さん、気を使われているのか、
私や妻に震災当時の話を聞いてくる人って少な
いんですよね。

そうした中で、このように直球で聞いてくる
場を設定してくるとは、さすが塩崎（筆者の旧
姓）さんですよね（笑）。

せっかくの機会ですので、塩崎さんお得意の、
最後はいい話でまとめるということを、今回も
お願いしたいと思います。

(千葉) とりあえず、頑張ってみます（笑）。
早速ですが、東日本大震災が発生した当時、

私は青森県立中央病院に勤務していて、その日
は、たまたま夜勤が当たっていた日だったんで
すよね。

テレビでは、宮城県や岩手県等の太平洋側に
津波が押し寄せている場面が繰り返し報道され
ていて、そういえば植田君は松島の薬局に勤務
していたよな～、って心配してたんですよ。

千葉 佳友（１期生）

ちば・よしとも

旧姓：塩崎。卒業後、札幌医科
大学修士課程に進学。その後、
地元の青森県に戻り、現在は、
青森県庁医療薬務課に勤務。

写 真

guest writer

とにかく揺れの⾧さが異常。このまま収ま
らないのではと感じた程。

あとで、人づてに植田君も奥様も無事だって
聞いて、ホッとしていた記憶があります。
あの時というのは、どういう状況だったんで

すか。

(植田) 私の方は、ちょうど仕事が休みで、１
人で外出中だったんですよ。
まず、びっくりしたのが地鳴りでした。あん

なのは、後にも先にも聞いたことがないもので
したね。
揺れについては、突然、突き上げるような揺

れの後、激しい横揺れに変わる感じで、立って
いられないような状況でした。今、能登半島地
震の映像がテレビで流れていますが、まさにあ
んな感じです。
ただ、当時はそれが長かった。とにかく揺れ

の長さが異常でしたね。もう、このままずっと
揺れが収まらないんじゃないかって、そう感じ
たくらいですから。

堤防を乗り越える津波の様子（提供：内閣府）

同窓対談



まるでないような空間でしたが、生きている人た
ちが来るたびに、すごくうれしくなったことを覚
えています。

(千葉) 最初の地震から、2週間後くらいに、医
療支援チームのメンバーとして、岩手県宮古市に
派遣されたんですが、避難所では、海外で見るよ
うな物資の取り合いとかなく、すごく秩序が保た
れている感じがしたんですが、その辺はどうだっ
たんですか。

(植田) 最初の頃は、多少混乱はありましたよ。
食糧については、初日から供給はあって、市で

備蓄していたものが供給されている様子でした。
また、数日後には、どこから来ているのかわか

りませんでしたが、色々なものが届くようになっ
て、徐々に混乱は収まっていった感じです。

むしろ、そこまで必要としていないものまで届
いて、物は余っているような印象でした。

(千葉) 被災地に派遣されて、1番驚いたのが、
コンビニやスーパーには、カップ麺などのインス
タント食品やパン等がたくさんあって、夜になっ
ても、コンビニやスーパーの明かりがしっかりと
ついていたことですね。

震災直後からしばらくは、青森県内のコンビニ
やスーパーでは、カップ麵やパン等がなくなって
ましたし、店では、営業時間の短縮や、看板の電
気を消して、さらに店内の電気も半分くらい消し
ているところが多かったので、街全体がどこか暗
い感じがしていました。

なので、宮古市に着いた時に、津波の被害を受
けなかった地区に関しては、むしろ青森市内より、
ずっと明るい感じがしていましたね。

(植田) 当時は、復興なんて無理じゃないかって
思うくらい、先が全く見えないような状況で、み
んなが少しでも希望が持てるようにってことで、
あ

防災無線がよく聞こえず、カーナビのTVで
大津波警報を入手。

(植田) 皆さんそうだと思うんですが、地震の直
後って、まずTVをつけて、震源はどこで、震度
はどれくらいで、津波の心配はあるのかどうか
といった情報を得ようとしますよね。

だけど、あの時は、地震で停電になってし
まったので、ラジオとか車の中でしか情報が得
られない状況だったんですよ。

揺れが収まった後しばらくして、防災無線が
流れたんですが、あれってものすごく聞き取り
にくいんですよ。

なので、カーナビのTVで大津波警報が出され
たことを知ったんですよ。それで急いで、妻に
連絡して、お互い避難しようということになり
ました。

(千葉) 確かに、地震の直後というか、揺れの途
中に青森県内も停電になって、道路の信号とか
もみんな消えてしまってましたね。ちょうど夜
勤前だったので、信号が消えている中で、恐る
恐る車を運転して、やっとの思いで病院に辿り
着いたという感じでした。

病院では非常電源があったので、TVではしき
りに避難を促す報道がされているのを観たんで
すが、県内は停電中だったので、自宅にいた多
くの人が、そんな報道されていることに気づい
てないだろうなって思いました。

ちょうど、職場に八戸市出身の方がいたんで
すが、TVを観て、すぐに実家に電話をかけてま
したね。津波が来てるよって。

(植田) こんな時代にラジオなんてって思ってま
したが、ラジオの重要性に気づかされましたよ
ね。

避難所で妻に再開。そこで初めて、助かっ
たことを実感。

(植田) 避難所に向かう際は、自分のことより、
妻のことが心配でしたね。メールでやりとりは
出来ていたんですが、やはり実際に会うまでは、
気が気じゃなかったですよ。

避難所で、妻と会うことが出来た時に、初め
て「あ～、助かったんだな。」という実感が沸
いてきました。

避難所には、その後も続々と人が来て、行政
の人に助けてもらうというよりは、自分たちで
出来ることをやって、助け合っていたような状
況でした。人で溢れて、プライバシーなんてま

石巻市内の避難所の様子（提供：石巻市）



えて被災地では、電気をつけて、日常に戻った
ような気分になれるようにしていたというのは
聞いたことがあります。

(植田) ただ支援物資については、需要と供給
のバランスがうまくいってなかったなというの
は感じました。大量に余ってしまう物資があっ
た一方で、不足している物資はありました。医
薬品なんかがまさに不足して困っていたものの
１つでした。

私が勤務していた薬局は無事だったんですが、
石巻市内の、特に沿岸部の医療機関のほとんど
が被災してしまっていたので、これまで服用し
ていた薬の処方を受けられなくなった患者が多
くいましたね。

そのため、被災を免れた石巻赤十字病院に患
者が殺到してしまうという事態が生じていまし
たし、また、医薬品の卸売業者も被災したため、
薬の発注が出来ないという状況にもなっていた
ので、医薬品不足は深刻でした。

(千葉) 数年前まで、県庁で災害時備蓄医薬品
の供給事業を担当していたので、災害時におけ
る医薬品の供給体制について説明させていただ
くと、1995年の阪神・淡路大震災の時に、初期
の医療救護活動に必要な医薬品等の供給に支障
をきたしたということがありました。

その時の教訓から、全国の自治体では、同規模
の震災が発生しても、３日間程度は医薬品の供給
に困らないように、医療圏ごとに医薬品を分散し
て備蓄するような取り組みをしていました。

ところが、東日本大震災では、
①津波により、非常に広い地域が被災したこと
②医薬品を備蓄している医薬品の倉庫も一部被災

してしまったこと
③ガソリン不足や道路網の断絶等により、医薬品

の卸売業者が、配送頻度を削減せざるを得な
かったこと

などが原因となり、一部の地域で、医薬品不足が
生じてしまったようです。

(植田) 避難所でも、持病のある方が多くいて、
そういった方に対しては、塩崎さんのように全国
の医療支援チームの方が避難所に来てくれて、薬
を処方し、調剤してくれていました。

あれは本当に助かったんですが、あの時の薬は、
どこから入手していた薬だったんですか。

(千葉) 私がいたチームの場合は、青森県立中央
病院からの派遣でしたので、その病院の薬剤部か
ら持ってきたものになります。

チームは、１週間ごとに交代していたんですが、
交代で来る薬剤師と事前に情報共有して、交代の
タイミングで不足しそうな医薬品の補充を行って
いたという感じです。

(植田) 石巻市内の多くの薬局が被災した中で、
医療支援チームの方々が、避難所の方に対して薬
を出してくれたおかげで、我々のように、被災地
の薬剤師は非常に助かりました。

避難所の外での状況を言うと、当時私が勤務し
ていた薬局は幸いにも津波の被害を免れたんです
が、薬を求める患者が集中して、大変でしたから。

私も被災者でしたが、避難所から薬局に出勤し
て対応していました。

避難所での医療支援（提供：青森県立中央病院）

市内の病院や診療所、薬局の多くが被災。
深刻だったのが、医薬品不足。

被災した石巻市立病院の様子（提供：石巻市）



(千葉) 避難所から出勤していたとは知りません
でした。それくらい大変だったということなんで
す。

(植田) 薬局に出勤する途中、車中から津波で流
された街の様子を見た時は言葉を失いました。街
があったはずの場所に建物はなく、瓦礫以外、何
もありませんでし、異臭も酷かったんです。

あれを見たら、自分は被災者だとは言ってられ
ず、生き残った者として、出来ることを必死にや
ろうと思いましたね。

だって、被災者だからってことを言ってしまう
と、当時は石巻市内のほとんどの人が被災者でし
たからね。

(植田) ただ困ったのは、薬局の建物自体は津波

停電のため、薬局では散薬の調剤が困難に。
薬局も医療機関である以上、非常電源の確
保は必要。

の被害を受けなかったんですが、停電でしばらく
散薬用の電子天秤や分包機などが使えなかったこ
とです。

当時は、インフルエンザが流行していて、散薬
の調剤がどうしても必要だったので、非常に困り
ましたね。大学時代に、実習で薬包紙の折り方を
習いましたが、当時はどこかバカにして受けてい
ましたので、まさか本当に役にたつとは思いませ
んでしたね（笑）。

真面目な話として、当時思ったのは、薬局も医
療機関である以上、停電対策はすべきだと思いま
す。

最初の方で、塩崎さんが、病院では非常電源が
あったとおっしゃってましたが、薬局もそうある
べきですなんですよね。

ですがあの震災の後も、薬局での電源問題はあ
まり取り上げられることがなく、現在も多くの薬
局で、停電時の対策が行われていないのが実情だ
と思います。

ちょうど塩崎さんは、今、行政の立場でいらっ
しゃるということですので、ぜひこの問題にしっ
かりと取り組んでほしいなと思いますね（笑）。

(千葉) いや～、おっしゃる通りですね。正直、
薬局の停電対策を考えたことがありませんでした
（汗）。

今日、お話を伺うことが出来て、薬局にもソー
ラーパネルをつけるとか、自家発電機を設置する
とか、そういった準備は必要だと思いました。貴
重なご意見、ありがとうございます。

今日は、同窓会誌の作成にご協力いただきあり
がとうございました。

多くの方からいただいた、たくさんの慰めや励ましの言葉に改めて感謝申し上げます。

2011年3月11日の震災で、私が住むアパートも
津波の被害を受け、私や妻は避難所での生活を余
儀なくされました。

余震が続き、今後の見通しも立たない中で、当
時、大学の先生方や同窓生の皆様からいただいた
慰めや励ましの電話やメールに、本当に勇気づけ
られました。

当時は、きちんと感謝の言葉を伝えられずにい
た方もおりましたので、この場を借りて、改めて
皆様に感謝申し上げます。

今、私たちは、私の実家がある広島県で暮らし
ています。（実は、広島に移ってからも、2014年
の土砂災害を経験したのですが、その話はまた今
度ということで・・・。）

なかなか、青森に立ち寄ることが出来ずにおり
ますが、同窓会などで、また皆様にお会い出来る
日を楽しみにしております。

青森大学薬学部同窓生の皆様の、今後の益々
のご発展を心よりお祈り申し上げます。

平成20年青森大学薬学部卒 植田 祐貴

生き残ったものとして出来ることは必至に
やろうと。

車中から見る被災地（提供：青森県立中央病院）
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